
高校生の頃から夢だった保育士。福祉施設でも活躍でき

ると知って興味が深まり、実習では児童心理治療施設へ。

職員同士の連携の中で、虐待を受けた子どもや不登校の

子どもなど人間関係に悩みを抱えた子どもたちが安心して

暮らす様子から多くを学び、実習後のアルバイトを経てこ

の施設への就職を決めました。保育園や幼稚園の実習で

身についた子どもの視点で考える力や、多くの事例を読み

込む中で得た多方面から考える視点を発揮していきます。

実習先の子ども発達支援センターで、障害児支援の幅

広い方法を目の当たりにして、「豊富な知識を身につけた

い！」と意欲を持って学びました。幼稚園やこども園の実習

では、子どものやりたいことを尊重する自由保育を初めて

経験。「子どものための保育とは？」を考える機会を得て、

自分の保育観を確立できました。子どもが思い切り甘えら

れる環境と、素直に気持ちを伝えられる関係を作り、子ど

もの人生の土台作りを手伝える保育者がその結論です。

講義の学びを実習の現場で活かし、ときにはうまくいかな

い壁にぶつかりながらも自信をつけた4年間。アルバイト

先の学童保育では、大声を出すなど誰かの気を引きたい

子どもの背景に、弟や妹が生まれて寂しいといった家庭

環境や保護者の事情があることに気づき、それをふまえた

接し方で子どもとの距離を縮められました。子どもと保護

者の関係性をサポートするという意識を忘れず、子どもが

「保育園は楽しい、行きたい」と思える保育をめざします。

川瀬 優花さん
2024年3月卒業　三重県／いなべ総合学園高等学校 出身

● 東内瑠璃子ゼミナール

岩田 栞奈さん
2024年3月卒業　岐阜県／岐阜総合学園高等学校 出身

● 工藤英美ゼミナール 

牧野 天規さん
2024年3月卒業　岐阜県／中津商業高等学校 出身

● 亀谷和史ゼミナール 

KAWASE YUKA

MAKINO TAKANORI

子どもと保護者の
関係性を支えたい。

子どもの人生の
土台作りを支える。

視点新田支援を。
悩みのある子どもの
視点に立った支援を。

IWATA KANNA

就職先：社会福祉法人 桜友会
 （児童心理療育施設 桜学館）

就職先：安城市（保育士・教諭職）

就職先：日進市（保育士）
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さまざまな保育の姿に出会う

保育所・幼稚園・認定こども園

乳児院

児童自立支援施設

障害児入所施設

児童発達支援センター

児童心理治療施設

049 050

教育系ユニット
子どもの理解と教材研究に力を入れ、子ど
もの「できるようになりたい」などの成長や
葛藤に応える保育のプロを育てます。

教育福祉論　　保育原理Ⅱ
保育カンファレンス演習（教育系）

児童養護施設

　　　　　 など

2年次1年次 3年次 4年次

CURRICULUM

総
合
基
礎
科
目

専
門
科
目

1年次 2年次 3年次 4年次
フレッシュマン・イングリッシュ
Ⅰ-1・Ⅰ-2・Ⅱ-1・Ⅱ-2
情報処理演習Ⅰ・Ⅱ
言語と文化Ⅰ・Ⅱ
海外フィールドワーク
福祉社会入門
日本福祉大学の歴史
知多学
ヒューマンケアのための
多職種連携
人間発達学A
保育実践入門
教育実践入門
障害学入門

思春期のセクシャリティ
心理学概論
自然科学の世界
社会科学の世界
人文科学の世界
総合演習Ⅰ
ジェンダー論
人間発達学
人間発達学B
市民社会の諸問題
日本国憲法
スポーツと文化
総合演習Ⅱ

福祉の力
文章作成力演習
保育学基礎演習

保育原理Ⅱ
保育・教育制度論
保育方法論Ⅰ・Ⅱ
特別支援教育概論
子ども家庭福祉論Ⅰ・Ⅱ
社会的養護
乳幼児と造形（演習）
乳幼児と人間関係
感性と表現（保育内容E）
音楽表現
身体表現
子どもの食と栄養演習
子ども家庭支援の心理学
子どもの理解と援助
乳児保育演習
子どもの健康と安全
子育て支援演習
保育実習ⅠA（保育所）
保育実習指導ⅠA（保育所）

子ども家庭支援論
教育福祉論
障害者論
乳幼児と言葉（演習）
乳幼児と環境
仲間と交わり（保育内容B）
生活と環境（保育内容C）
造形表現
子ども理解の理論と方法
教育・臨床相談の基礎演習
障害児保育演習
ソーシャルワーク演習
社会的養護内容演習
教育実習Ⅰ（幼・事前事後）
保育実習ⅠB（施設）
保育実習指導ⅠB（施設）
保育実習Ⅱ（保育所）
保育実習始動Ⅱ（保育所）
保育実習Ⅲ（施設）
子ども発達学専門演習Ⅰ

学童保育論
保育カンファレンス演習
教育実習Ⅰ（幼・事前事後）
教育実習Ⅱ（幼）
保育・教職実践演習
子ども発達学専門演習Ⅱ

アダプデッド・スポーツ

：ユニット推奨科目

保育原理Ⅰ
教育原理（幼保）
教育と発達の心理学（幼保）
保育概論
社会福祉論
保育内容演習
乳幼児と音楽（演習）
乳幼児と健康（演習）
からだと健康（保育内容A）
発達と言葉（保育内容D）
子どもの保健
乳児保育論

保育者の職務や専門性を学んで保
育の社会的意義を理解。保育実践
を支える広い教養を身につけます。

子どもや家庭の福祉に関する制
度とその課題、効果的な支援のあ
り方について学びます。

保育・幼児教育の方法論を理論と
実践の両面から学修。子どもと家
族を支える福祉の学びも深めます。

保育に関わる最新トピックを学ぶと
ともに、専門演習での活動や研究
を通して学びの成果をまとめます。

多様な実習施設
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表現系ユニット
音楽・からだ・造形分野の表現の楽しさを、
理論と実践を通して学びます。子どもたちの
表現を保育者として支える力を養います。

身体表現 　造形表現 　音楽表現
保育カンファレンス演習（表現系）

! ! !

!

支援系ユニット
子どもの発達や子育てをめぐる社会的課題
に対し、社会福祉学や心理学を含む幅広い
視野から支援のあり方について考えます。

子ども家庭福祉論Ⅱ　　障害者論
ソーシャルワーク演習

! !

!

ユニット制を導入！“得意”を活かして子どもや家庭を支える人にユニット制を導入！“得意”を活かして子どもや家庭を支える人に
ユニット制とは、自分の興味や関心に応じて、どの科目を履修することが望ましいかを示す、ゆるやかな学習の流れです。各ユニットは独立している

のではなく、共通する科目も多くあります。2年次からは、自分の関心に応じてどのユニットに軸を置きながら学びを深めていくのか選択します。


